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＋＋＋＋＋寄細＋＋＋＋＋

「企業内生活写十

全年」を遂つて

松田常志（昭和 38年卒）

卒業後三十一年が過ぎた。卒業時、

学部や専攻からは少数派として一般企

業に就職した。そして、現在ではもは

や「卒業して何年」ではなく、会社生

活を終えるまでの時間がつい目前とい

う時期である。唸。

遠い過去を思い起こすと、四回生に

なり卒業論文に懸命になる一方で、卒

業後の選択では人並に悩んだ。院進学

か、企業への就職か。企業なら少しは

「地理学」に近い企業（今から思えば

幼稚かもしれない）か、いや、日頃か

ら多少興味のあった商社や新聞社、或

いは私鉄のいずれにするか。当時は、

特に文学部の学生には碓な情報がない。

加えて採用シーズンも不定で、焦点の

合わせようもないのだから、対象の企

業を前にその時がきて急に慌て、悩み、

するのだから..・・。何年も経って、結

局就職の道を選んだ思考の真のプロセ

スは、自身もよくわかっていなかった

ことを自覚した。

現在の様子は、三十余年前の文学部

から就職する少数派の状況とは、当然

だが大変異なっている。就職への誘い

も、三十年前には想像もできなかった

「至れり・尽くせり」だ。それだけ、

企業・文学部の学生の双方に、就職に

ついての意識が開かれてきたのだろう。

それでも、私はまだ充分ではないと思

うのは、率直に言って、文学部からの

企業への就職は、まだまだハードルは

高いのが実情だ。

しかし、企業で仕事をする限り、文

学部出身だ、いや地理学専攻だという

ことは、 （私の細やかな経験からは）

ほとんど無関係だと思うが、この辺り

は経済界にも徐々に広く理解されて来

ており、そのように変化して来ている。

ご承知のように、経済全体がここ二十

年程の間に、第三次産業に大きく傾い

て来た為、従来の法・経系以外の文系

の人にも活躍の場が増えて来たこと。

経営者も、変化の激しい時代や社会に

即応した経営には、従来の供給源以外

の人材から新しい発想を得ようと考え

ざるをえなくなった事情もある。学生

の側にも、専攻に拘らず、社会に出て

からの各種業務に対応しうる能力を、

自己啓発している（アルバイトも有力

な方法か）こともある。

ただ、三十年余りの大半を人事・総

務の畑で過ごして来た者から見て、文

学部出身の人達にも企業への門戸が大

幅に開かれて来てはいるが、そこに迎

えられる人を個人として見る時、企業

活動にとって、どんな局面にも積極的

かつ有効に対処する甚本的資質に優れ

ていることが、あくまで前提であると

言える。いわゆる「文学部の中でしか

生きていけぬ」タイプ（これを気質で

片づけて良いのかどうか、今でも疑問

に思っている）の人では、やはり企業

はその採用を躊躇することになる。私

も含めて、 「一般に文学部の人は」と

気易く分類されるのには、少なからず

反発する。曰く、ロマンチスト、数学

が苦手、対人関係も不得手など。しか

し、そんな要素だけで企業が人を使う

ことはないので、いずれの場合も程度

とバランスと、最も大切なのは自己の

欠点を改良しようとする謙虚さと努力

と誠意ではないかと思う。
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抽象的な話はこの辺りにして、三十

余年を具体的に振り返つてみると、一

体この長い時間、 「何を．何の為に・

どのように為し、そしてその結果は」

と自らに問うてみるに、具体的かつ明

快に答えることが出来ず、内心性泥た

るものがある。仕事の性格で分類すれ

ば、三十年のほとんどを、人事・教育

・総務・厚生の業務に当たった。 （入

社当時、一年余りの運輸現場は車掌・

運転士をやり、社会での振出としては、

少々手荒いが面白かった。）業務の性

格からはそのように分類できても、業

種が異なると、同じ人事や厚生の仕事

もはなはだ勝手が違う。約四年間在錘

し、開業業務を担当したホテル、即ち

サービス業の人事・厚生などの業務の

裏側の厳しさには、目の覚める思いが

した。この一年余りの流通・飲食業で

のそれも、また一段と厳しいことを知

った。

しかし、何といっても「人を採用し、

育て、評価をする」一連の仕事は、自

身を苦しめてもくれたが、それ以上に

自身を鍛え、育ててくれたのではない

かと感謝している。人を相手にする仕

事は、時に自身をのっぴきならぬ境地

に追い込んだりする。自らの人間とし

ての修整が足りないのだろうと思い、

ある時から東洋古典をあらためて幡き、

今でもそれは大いに心の支えとなって

いる。

私にとって京大在学時の最大の成果

は、師であり友を得たことである。師

は恐縮なので、控える。友は同じ専攻

の人は当然としても、仕事以外のつき

合いとして文学部の教萎時代の友人達

とは、卒業以来常に意を用いて、ずっ

と交わって来た。大半が学者、 「少数

派」にマスコミ、商社、宜伝広告、出

版、僧侶、など。単なる知的好奇心に

止まらず、時には仕事や人生の価値体

系にまで踏み込んで刺激される。何度

も仕事に新解なヒントや反省のきっか

けを得た。時には、人生をより豊かに

してくれたと感じることもある。

さては地理学専攻であったことを忘

却しているのではと疑われるかも知れ

ない。決してそんなことはない。なぜ

なら、地理学が好きであることの根元

は何も変わっていないのであり、小さ

くは日常生活（例えば、旅に出かけよ

うとする時）や日常業務にも何かと、

その考えやあり方を生かしていること

に自分で気付くことがある。そしてふ

と、そのうちに一つ日頃の蘊蓄を傾け

て、人文地理学の論文を物しようかと

（夢は持つほうが良かろう）、思った

りもする。紛れもなく、元地理学徒見

習いだと秘かに考えている。

企業生活三十余年生の文であり、言

は企業に限った。しかし、逆に私はい

つも、こうも考えている。我教室の皆

さん方が、人文地理学の将来を担って

いく人達であることも確かなこと。企

業社会での貢献も大切だが、学問の発

展に寄与することもそれ以上に大切。

要は信念と自信に裏付けられた志をも

って、それぞれの道を選択されること

を希望して止まない。
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◎ 躙象注寅至ミク＞幸艮告テ◎

1993年11月12日文学部博物館において

談話会秋期講演会を開催しました。石

田寛先生と山崎孝史さんに発表してい

ただきました。簡単に内容をご報告い

たします。

私のレキシ ＝ ン

-conceptsとterms-

石田寛

これから私がお話申し上げますのは、

4冊からなる「私のレキシコンシリー

ズ」の第 1冊目が中心であります。た

くさんの外国語を並べているわけです

が、大体は私の手持ちの、今までエリ

アスクデエイーズで出くわし大切にし

ている言葉です。一つ一つが思い出の

ある言葉です。

今日の話はコンセプトとクームとい

うことで、コンセプトを私も一応「概

念」という日本語をあてましたけれど、

概念という言葉になってしまうと英語

本来のコンセプトがもっているものと

多少違ってくる。どこの国の言葉でも

これが完全にオーバーラップすること

はありえないので、なるべく英語と日

本語がうまく垂なるように言葉を選ば

なきやいけないので苦労しています。

私たちがコンセプトというのはどちら

かと言えば抽象的なもので、思想的な

もの、アイデア、プランという意味が

あります。それに対してタームという

のは極めて厳童な意味をもっています。

私がここであげているのは普通の言葉

ですが、その中で特定のものをとって

います。例えば 'way' というのはい

ろんな意味に使われますが、 「道路」

とかいう意味ですと私のレキシコンに

は40行あります。

何がきっかけでこんなふうに言葉を

集めだしたかということですが、私は

日本でのことを外国語で香くように努

力してまいりました。そしてどんな言

葉で書いたらいいか本当に苦労した。

例えば最初から最後まで私と深くかか

わりあいをもっているのが、 'grazi 

ng' という言葉です。 「草を食べさす」

という言葉で、私のレキシコンでは三

段の構造になっていて 23行あります。

ところが字引をずっとみますと、ロン

グマンでは全然この言葉はあらわれて

おりません。それからコービルドでは

3行、アメリカンヘリテッジでは 1行

というふうにほとんど一般の字引には

出てまいりませんが、私にとつては大

切な大切なクームでありキーワードで

す。日本の中国山地の野草地牧場を英

語でどう言ったらいいかということに

本当に苦労して、ニュージーランドで

ああだろうか、こうだろうかといろん

な外国人と話している時に、それは

'rough grazing' がいいのではない

かと意見が一致しまして、私はそれ以

後使うようにしております。

それから私は放牧の形態として、牧

童がついてずっと歩く牧童型放牧と、

牧童ではなしに垣をする柵垣型放牧と

いう二つを提案しておりました。そし

て牧童型放牧が古い一般的な形で、そ

れから柵垣型放牧がでてくるんだとい

う見解をもっております。そのことを

誉いていたところが、アメリカ人の、

ここの非常勤講師もされていたエアー

さんから「石田は 'cowboy' と書いて

いるが、日本のそれは 'cowherd' と

すべきだ。」とサジェスチョンをいた

-3 -



だいて、それ以後ありがた <'cow

herd' という言葉を使っております。

一つ一つにそういう思い出を込めて香

いております。

それで術語構造で、一つの見出し語

がありましたら、それが上位概念ない

しは私の研究カテゴリーではどこにあ

たるのかを決めるのが大きな仕事です。

類似語、対照語をかなり考えてきまし

た。例えば 'house' という言葉に対

して、 C f. として 'home' と 'fam

ily' というのを入れています。これ

はイギリスだと大名家以上は 'house

'といい、家老以下は 'family' とい

う。ところがアメリカ人はあまり区別

しない。また 'period' と 'era' に

しましても、イギリス流だと歴史の輝

ける時代は 'era' という。 'Victor 

ian Era' とか 'MeijiEra' と。イギ

リス人はこれを厳しく言います。とこ

ろがアメリカの歴史家と話しをしてい

ますと、 「へえーそんなことかなあ。

みんな 'period' だ。」と言ってアク

セントをおかない。

それから 'flamingbush' というの

を書いておりますが、これも苦労した

言葉の一つです。夕焼け現象の美しい

のに魅せられて、これを英語で何て言

うのかとイギリス人に訊ねてみたとこ

ろ、言葉がでない。いろんな人に訊ね

てみてやっと文学者が「シェークスピ

アが 'fla mi n g b u sh' と言っておりま

す。」と言ってそれをいただいた。我

々の夕焼けほど彼らの

パーセプションには出てこないのです。

動植物の語彙も書いておりますが、

例えば日本では近ごろ「ツナの缶詰」

と言います。ポリネシア語で大型の魚

のことを 'tuna' と言いますが、日本

ではこれがもっぱらマグロ、ニュージ

ーランドではウナギになっている。ま

たイカというのは、日本ではイカ、タ

コのイカですが、ニュージーランドで

はサカナということです。外国を出歩

いていますと、このようないくつかの

言葉がインドネシア、ポリネシア、日

本なんかで色々感じられるのです。

さて最後に 'farming' 、農業をの

せていますが、非常に行数の多いもの

で、術語構造もかなり複雑になってい

ます。 'full-time farming' 、それ

から 'part-timefarming' に大きく

分けられ、その次に 'economicfarm 

ing' と‘uneconomic farming とし

ています。その中にも個人農業とか協

業農業、会社農業、法人農業とか趣味

農業などいろいろあります。日本のセ

ンサスで専業農業と言われているもの

の中には、老人農業、それからスペア

タイム・ファーミングが非常に多いで

す。それから兼業農業の中には、私の

ようにホビー・ファーミングが非常に

多いです。私の村をみてみると、大部

分がスペアタイムかホビー・ファーミ

ングです。コメが自由化したら一体ど

うなるかというわけですが、ほとんど

問題ないだろうと。後継者の問題はど

うかというと、趣味農家くらいだとい

くらでもいるという現状です。

それで私のコンセプツはと尋ねられ

た場合の答は、 「農業栄えて国滅ぶ」

ではいけないということです。農業は

なるほど頑張ったけれども、経済全体

が駄目になってしまったという方向に

は加担しない、と思っております。こ

んな形で私のレキシコンを、これは私

の自己実現のつもりで作っています。
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田1玲其にこお i-::r-Q中心町の産業構造についてですが、吉井町

集落の経済的基盛 の場合は兼業が主体で半農半商的性格

ー福岡県町是の検討からー が残っていることがいえます。逆に福

山崎孝史

明治近代の空間構造に関心を持って

おりまして、今回は経済的な面につい

て報告させていただきたいと思います。

地理学、近世の歴史学および歴史地理

学、それから経済史学の研究を整理し

ますと、いくつかの問題点が指摘でき

ます。まず近代特有のもの、近代の意

味を明らかにしていく必要があるとい

うこと。そしてそのためには近代にお

ける地域社会秩序を明らかにしていか

なければならないことです。それから

地理学から指摘できる問題として、広

がりを持った空間を視角にいれて一点

世界親を克服していく必要があるかと

思われます。それで今回の発表の基本

的概念として近代日本における「二菫

の階層分解」というものを持ち込んで

分析を進めたいと思います。農民層分

解というのは社会的な垂直的な階層分

解ですが、私はそれに都市的なものを

射程にいれて、商業と農業の分化、中

心集落と周辺農村の関係を空間的な階

層分解という概念でとらえていけるの

ではと考えたわけです。

資料は「町村是」を使います。これ

は町村経済の改革計画書で、地方産業

振興運動から生まれてきたものです。

福岡県では明治25年と 31年に町村是調

査が実施されていますが、もっとも早

く実施された浮羽郡吉井町と八女郡福

島町を対象地域とします。明治期には

いずれも郡役所の所在地で、また銀行

が立地するなど各郡の政治経済上の最

上位中心地として位謹づけられます。

島町は商業が独立している、しかも業

種数が多様で地域産業や特産品の流通

とかかわった固有業種がたくさんあり

ます。それから会社や時計商など近代

的性格がみられ、マチとして純化した

構造を持っているといえます。

次に中心集落としての機能をみたい

と思いますが、まず産業の集積と生産

品の流通について検討したいと思いま

す。商収益上位の業種を見ますと、金

融、高級品、嗜好品などの供給の地域

的拠点だったことがわかります。それ

から監産物、牒産加工品の流通拠点で

もありました。流通形態の特徴につい

ては、呉服、清酒、米、雑殻や吉井町

における盟油、蛾、福島町における紙、

茶をあげておりますが、仕入先におけ

る郡外のウエートや販売先における郡

内のウエートなどが異なっています。

財の種類により集荷圏と販売圏が変化

しており、特に販売において郡外市場

と結びつくような業種の収益が非常に

高いことがわかります。つまり中心集

落の主要光業は背域の生産に強く依存

していて、背域の消喪市場としての地

位は相対的に低かったと考えられます。

次に商品作物生産と商人資本の成長

といった間潤について考えたいと思い

ます。吉井町の蛾商人の場合は、近世

の早い段階で製蛾業者として嬰民から

分離しております。そして幕末から明

治にかけて徐々に蓄財をしていきまし

て、盟民に麻利貸を行っております。

誤民が没落していくプロセスの中で製

蛾業者が地主化していく形態がみられ

ます。 これに対して福島町の場合です

が、近代の段階で器業副業として茶、
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拷生産から製茶、製紙業が一貫して行

われていたと考えられます。吉井町の

ような生産過程の分化と商人資本の産

地支配はあまり見られなかったようで

す。二つの郡はちがった商人資本成長

のプロセスをとげたのではないかと思

われます。

近代における中心集落の機能の一つ

として、土地の集積が見逃せません。

そこで町外の土地所有の特徴ですが、

地目の割合を見ますと明治30年前後の

段階ではかなりランダムに集積されて

いたと考えられます。ところが40年の

第 2回調査では町外土地所有地がかな

り増えているわけです。この変化は、

土地取得に選択的指向性があらわれて

きたこと、これは小作料をいかに取得

するかという目的のもとに地主が土地

を戦略的に集積した結果ではないかと

考えられます。つまり基本的に寄生地

主的土地所有としてとらえることがで

きます。そこで 5町を超える土地所有

者の社会的分布と空間的分布をみます

と、浮羽郡の田と八女郡の畑において

地主上層が土地を占有しているという

形での地主制の展開がみられます。と

ころが空間的分布については、浮羽郡

の場合は商業機能の高い町に大土地所

有者が集中分布しています。それに対

して八女郡では郡西部の町村にまんべ

んなく居住しています。地主制の進行

と中心業務の土地集積が並行するよう

な形態、 「二童の階層分解」が浮羽郡

において確認できたといえます。

それから土地集積に関連する機能と

して、土地集積をした地主がその現物

小作料を転化した資本の集積を分析す

る必要があります。吉井町の場合は、

卓越する水田の集積は米を集積するこ

とになります。それが酒造業や穀物商

を通して広い市場へ販売されていくと

いうプロセスになっています。ところ

が福島町の場合は畑、これは山林が多

いのですが、その山林の集積の結果得

られる林業地代はあまり進んでいなか

ったようです。したがって材木商も戸

数を減少させたり収益を減少させたり

と停滞傾向がみられます。

以上の分析から、浮羽郡においては

「二垂の階層分解」の形態があらわれ

てきている。資本の集積と生産基盤を

喪失していく階層の存在が確認できる

わけです。それに対して八女郡では地

主制の進展はごく部分的であって、商

業を含む諸産業の状態もむしろその地

城経済の性格に対応したものが見られ

る。この差異がさらに各郡の地城社会

秩序にどうつながっていくのかが次の

課題になるわけでして、今後さらに研

究を深化させていきたいと思います。
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＊珂多寧のページ＊

本年度は応地利明教授が東南アジア

研究センターヘ、山崎孝史助手が山口

県立女子大学へ転出されました。また

14名の 3回生と 1名の聰講生と事務の

喜多野宜子さんを迎えました。簡単に

自己紹介をしてもらいます。

【三回生】

…足 立理…

4組出身の足立です。奈良県民なの

で、足には自信があります。そのかわ

りと言っては何ですが、目がかなり悪

いので、すれ違っても気づかない事が

あります。その時は声をかけるなり殴

るなり蹴るなりしてください。

…安福伸光・・・

自然と人間との一番いい調和の仕方

に興味があって地理学を選びました。

普段は外に出るのが好きで、徒歩、自

転車、車でウロウロしてます。特にぼ

んやりと海を眺めながら浜辺にたたず

むのが好きです。

…岩田憲司・・・

私は奈良県生駒郡三郷町という新郊

住宅地の出身です。斑陪町に隣接して

いるため、法隆寺も比較的近く、昔は

よく遊びに行きました。また奈良市街

にある高校に通っていたため、古都開

発の難しさを目の当たりにしました。

それ故、都市の再開発や都市禁観問題

に興味を持つようになり、京大の地理

学科にきました。一所懸命勉強します

のでよろしくお願いします。

…遠藤元…

文学部 4組から来ました遠藤元（は

じめ）です。出身は千葉県立船橋高校

です。バトミントン部に入ってます。

練習、試合で忙しく、甚だ不勉強です

が、今年からは心を入れ替えて頑張ろ

うと思いますので、よろしくお願いし

ます。

…柴田艇子…

東京都出身です。授業より何よりオ

ーケストラの活動に力を入れていたわ

けですが、今は文学部とオーケストラ

の練習場所と下宿の一辺 500mの三角

地帯に収まる世界で生活しており、

20オにして運動不足が気になる毎日を

送っています。

…島崎郁司•••

田辺町から 1時間半かけて通ってい

ます。充実した忙しさのある 1年を送

りたいです。ふらふら出歩くのが大好

きです。この教室でソフトボール等に

参加してもいいですね。何でも教えて

下さい。よろしく。

…杉山尚史…

‘なおふみ＇と読みます。二十歳で

す。趣味は旅行で、去年は南紀、四国、

福岡、北海道 (2回）、広島、金沢、

東京、イタリア、ギリシャ、エジプト

などに行きました。今年はどこにも行

かず学校一筋でいこうと計画だけして

います。こんな私ですがどうぞよろし

くお願いします。

••• 津田朋ー…

“つだともかず"と申します。よろ

しく。よく「変な奴」とか「えっち」

とか言われますが、それほどヘンでも

ないし、えっちでもありません。百聞

は一見に如かず…詳しく知りたい方は

本人まで。一見すればすぐに判ります。

…原潤…

昭和47年 7月、福岡県宗像郡福間町

生。 12オで奈良市大安寺に転居。以後

県立奈良高校を経て平成4年、京都大

学経済学部入学、今年度より文学部へ
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絹入。現在は、京都市東山区に下宿、

仕送りがなくアルバイトと学校の両立

に多忙です。趣味は読書、映画鑑賞、

山登りなどです。

…平井素子・・・

はじめまして。石川県から来ました。

文学部の中でも比較的実社会に結びつ

いている所にひかれて地理学を選びま

した。人間と地城環境との関わりにつ

いて学びたいと思っています。趣味は

スキーです。よろしくお願いします。

…松島文子…

大分雄城台高校出身。博物館・美術

館を巡ったり、オルドス秘宝展などの

デパートの企画物に出かけることが好

きです。私は地名の読み間違いが多い

のでよく恥ずかしい思いをしますが、

これから頑張って行きたいと思います。

••• 山口秀樹・・・

はじめまして。昭和48年 3月25日生、

神奈川県藤沢市出身。趣味は鉄道です。

又、敬虔ではないですがクリスチャン

です。ずう体はでかいけど運動はから

きし苦手です。皆様よろしくお願いし

ます。

…山村亜希•••

最近下宿が西院から北白川へと移り、

ずい分大学に来やすくなりました。性

格的に熱しやすいので好きなことはこ

ろころ変わりますが、今はテニスが好

きです。勉強にも熱を入れようと思う

この頃。よろしくお願いします。

•••渡辺 純・・・

今日、偶然同姓同名の男性に会いま

したが、私は女性です。静岡育ちのの

んびり屋ですが、どうぞよろしくお願

いします。漠然とですが自然に興味が

あります。

【聴講生】

…今里悟之…

金沢大学では山岳部で野山を徘徊し

ていましたが、高い所は苦手です。卒

論の時は滋賀県の朽木村をふらふらし

ては、道端の地蔵を見て喜んでいまし

た。一年後どこへともなく消えてゆか

ぬよう、心技体の充実に努めます。

【事務】

…喜多野宣子…

事務を担当しております喜多野と申

します。自宅は奈良市、奈良公園の近

くなので朝、家を出た時たまに鹿にぶ

つかることがあります。専門は食品化

学だったのですが、最近奈良県の商家

の年中行事に興味を持ちはじめ、食生

活を中心に調査を進めていきたいと考

えています。週 3日（火、木、金）は

事務仕事に専念しますので、宜しくお

願いいたします。

また、昨年度の学部卒業生、大学院

生の就職先、進学先等は以下のとおり

です。

・学部卒業

合屋有希

近田知子

水野真彦

宮原耕一

森口弘美

山口岳夫

・博士課程

豊田哲也

大学院文学研究科

広島銀行

社会福祉法人

「たんぽぽの家」

東京都教員

京都大学人間環境学

研究科

-8 -



● 1994年度講義題目●

＊講義＊

教授 成田孝三 人文地理学序説

II 金田章裕 地域環境学概論

＊研究＊

教授成田孝三

II 金田章裕

東南ア 応地利明

研教授

人環研 足利健亮

教授

II 青木伸好

！， 山田誠

理学部 岡田篤正

教授

講師 山野正彦

II 狩野久

II 安渓遊地

＊演習 I* 

都市発展段階論

古地図と景観史

空間認識と

地域研究

歴史地理学におけ

る資料批判

地城構造の比較

研究の方法

日本近代都市の

地理的諸相

自然地理学：

地形学

現象学的地理学

飛鳥時代政治史

の研究

西表島から世界が

見える（集中講義）

教授 成田孝三 地理学研究法 I 

II 金田章裕 " II 

＊演習 II* 
教授 成田孝三 人文地理学の

II 金田章裕 諸問題

＊講読＊

講師高橋正 フランス地理酋

講読

人環研 豊田哲也 ドイツ地理書講読

助手

人文研 石川 禎浩 中国書講読

助手

＊実習＊

講師森三紀 地理学実習

II 松田隆典

＊大学院演習＊

教授成田孝三 地域の諸問題

II 金田章裕

＋ 事 蒻 尼 か ら ＋

地理学談話会1993年度会計報告

(1993年4月,_,1994年3月）

【資金会計】 （単位、円）

収入年会襲 265,300 

繰越金 340,149 

計 605,449

支出 運営費への振替 172,465 

次年度へ繰越 432,984 

計 605,449

【運営費会計】

収入 資金会計からの振替

秋季懇親会会費

春季懇親会会費

計

支出 秋季懇親会経費

論文発表会経費

会報等印刷

通信・文具費

その他経費

計

172,465 

98,000 

115,500 

385,965 

74,984 

153,294 

59,760 

96,327 

1,600 

385,965 
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一訃報一

前回の「会報」発行以降、次の方々が

亡くなられました。つつしんで御冥福

をお祈りいたします。

確認分、カッコ内の数字は卒業年、

敬称略。

兼子俊 一 (Sl0)1993.12

喜多村俊夫 1993 .10 

西田和夫 (Sl6)1994.2

ーお知らせー

◎以下の会員の方々の住所が不明です。

ご存じの方は談話会事務局まで御一報

下さい。 （数字は卒業年、敬称略。）

尼子 雅一 (S62) 生田 博文 (S51)

池内麟太郎 (S48) 石角 強 (S45)

出原 乗 (S34) 今井 平八 (S19)

岡本 靖ー (S42) 岡本美津子 (S62)

河口 隆洋 (S56) 坂根 伸治 (S63)

指尾 喜伸 (S63) 都子座 (Sl5)

飛田 雅孝 (S49) 西沢 仁晴 (S49)

野田 茂生 (S36) 長谷川正雄 (S52)

林 洋子 (S40) 福田 新一 (S46)

松本 弘史 (S58) 森木 隆浩 (S62)

山口 一郎 (S55) 山下 和久 (S57)

山田 憲子 (S45) 小口 稔 (HZ)

東詈氾00
伝統と創生

シンホルマーク

教室からのお知らせ

地理学教室では何回かの文学部博物

館の企画展を実施してきました。その

際に作成した『近世の地図と測堂術』、

『三都の古地図』の図録が若千残っ

ています。ご希望の会員にお送り申し

上げますので、二冊の場合は 390円、

どちらか 1冊の場合は 270円分の切

手と同封して研究室宛にお申し込み下

さい。

“集綬言己

会報の発行が遅れまして申し訳ござ

いません。会報の内容、形式などにつ

いてご意見、アドバイスがございまし

たら、どうぞお知らせください。

：谷口美都子、喜多野宜子
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